
　
６
月
３
日
は
「
い
の
り
の
日
」
で
す
。
平
成
３

年
６
月
３
日
に
発
生
し
た
大
火
砕
流
惨
事
か
ら
19

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
大
火
砕
流
が
発
生
し
た
午

後
４
時
８
分
に
は
、
市
内
全
域
に
サ
イ
レ
ン
が
吹

鳴
さ
れ
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
冥
福
を
祈
る

た
め
、
多
く
の
人
が
黙
と
う
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
噴

火
災
害
の
体
験
と
教
訓
を
継
承
す
る
た
め
の
行
事

が
市
内
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　雲仙岳災害記念館での「いのり

の灯」では、子どもたち手作りの

キャンドルに火を灯し、犠牲者の

冥福を祈りました。

ともしび

　「北上木場農業研修所跡」では、

ご遺族や同郷の人たちが災害発生

の午後４時８分に黙とうを捧げま
した。

　「定点」では、報道機関関係者な

どの御霊に弔意を表しました。

　仁田団地内の「雲仙普賢岳噴火災害犠牲者追悼之碑

献花所」には多くの人が訪れ、亡くなられた方々の冥

福を祈りました。
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22, 776男

26,112女

18,739世帯数

出生 028件
転入 070件

死亡 040件
転出 057件

※人口、世帯数は住民基本台帳による
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▼
今
年
の
「
６
月
３
日
」
い
の
り
の
日
。

仁
田
団
地
第
一
公
園
内
の
雲
仙
普
賢
岳

噴
火
災
害
犠
牲
者
追
悼
之
碑
の
前
に
、

３
０
０
名
を
越
す
方
々
が
そ
っ
と
白
菊

を
手
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
の
こ
の

日
は
、
43
名
も
の
尊
い
命
を
奪
っ
た
、

あ
の
大
火
砕
流
惨
事
か
ら
ま
る
20
年
を

迎
え
ま
す
。
▼
今
年
の
「
い
の
り
の
日
」

の
追
悼
行
事
に
関
わ
る
中
で
、
被
災
地

の
方
々
、
報
道
関
係
者
、
市
職
員
か
ら

「
災
害
体
験
の
風
化
」
と
い
う
言
葉
を

多
く
耳
に
し
ま
し
た
。
１
年
後
に
や
っ

て
来
る
「
災
害
20
年
」
を
、
皆
、
自
ず

と
強
く
意
識
し
始
め
て
い
る
よ
う
に
も

思
え
ま
す
。
▼
普
賢
岳
が
突
如
の
噴
火

を
始
め
た
平
成
２
年
に
生
ま
れ
た
子
ど

も
た
ち
が
今
年
、
20
歳
を
迎
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
よ
り
若
い
世
代
に
噴
火
の
体

験
は
な
く
、
体
験
者
の
高
齢
化
も
進
み

ま
す
。
時
と
し
て
牙
を
む
く
火
山
と
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
共
存
す
る
運
命
に
あ

る
島
原
市
。
災
害
体
験
、
教
訓
を
語
り

継
ぐ
〈
意
義
〉
を
再
確
認
し
ま
し
た
。E

　平成町の「消防殉職者の碑」で

は消防団員が同僚の御霊に弔意を

表しました。

第五小学校でのいのりの日集会 第三中学校での災害体験講話


